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ワカサギの生態学的研究

第 3報 網走湖産ワカサギuc於ける鱗相による年令査定の
不確実性と其の原因

浜 田 啓

く忍路臨海実験所〉

Ecological Study of the pond Smelt， Hytomesus olidus (PALLAS) 

Repott 3. Uncertainty of Age Detennination by the Scale 

Structure on the Pond Smelt obtained from Lake 

Abashiri， and the reason thererefor 

By 

Keikichi HAMADA 

くOshoroMarine Biological Laboratory， Faculty of Fisheri回， Hokkaido University) 

The pond smelt， Hytomesus olz'・dus (P ALLAS)， ascends to spawn in ponds in the 
region from Alaska to Kamchatka， and also in river of the west Pacific and Japan (Meek， 

A. 1916). 1n Lake Abashiri， however， fishes make an a配entfrom the sea in autumn which 

has no dir田trelation with their breeding. 1t has b田nreported previously by some authors 

that the age of this fish can be detennined by the annual ring of the scale CAMEMIYA， 1 
and HIYAMA， Y.， 1940; KOBA YA "HI， H.， 1936)， but the school constitution of the Lake Abashiri 
smelt is so p白 uli訂 thatit can not be placed in the above category. The significant point 

is that the length-frequencies are very similar for fish with and without an annulus (Fig. 1， 

Fig. 2 and Table 幻. This similarity of body length is caused by the intermixture of 

anadromous fish回 intoanother school which probably lives in the lake through their life. 

The annual ring is not fonned in the scales of the anadromous fish， although the body 

length corresponds to that of the fish of another school whose menbers have annual rings. 

The number of vertebrae of the fish obtained from Lake Abashiri fluctuated yearly， and 

differences are not found among those of the fish田 obtainedfrom the coast of Abashiri， 

Port Abashiri， the River Abashiriくoutletof Lake AbashirD and Lake Mokoto. 

1. 緒
モヨ・
日

ワカサギの生態に就い℃は雨宮、桧山 (1940)、藤田 (1926)、小林(1936)、佐藤 (1950)、白

石 (1951)共の他の研賓がある O これ等の研究に於℃は何れも年令は鱗に依り明かにされ年令群を識

別ナることが出来たコワカサギの鱗に現れる年輸は松崎 (1916)に依れば多夏を境として即ち成長の

差によって生やるものとされ、小林 (1936)に依れば産卵記号と云う可きもの L出現により年令を知

るとされたコ筆者は網走湖産ワカサギの鱗相は少数の例外を除い℃年令を示し多分産卵により生やる

であろうと建ぺた (1953)。しかしながら秋季網走湖産ワカサギに見られる鱗相は年輪〈或いは産卵

記号〉を示ナもの少く鱗相が年令を示ナという信頼'世は極めて低いJ 石田 (1949)は体長90mmより

129mmのワカサギを鱗相から 1年魚から 8年魚まで査定し体長40mmの1年魚、の2傍或は3倍以上の体

長の1年魚のあることはこのことを意味ナるのであろう。以上のことば海より棚上ナる本種のあるこ
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2こを推測させるが筆者は鱗に依る年令の不確実'陛及びその原因につい℃報告ナる O

本研究に際し北海道大学水産学部教授斎藤三郎並に院教授新山英二郎両氏の御教示を又教授佐蕊信

一氏に種々御助言を戴いたコ誌に厚く感謝ナる。標本採集には北海道水産研突所技官石田昭夫及び西

網走漁業会佐藤広司両氏の御配慮に依る所が多い、猪木研安に要した費用の一部は文部省科学研安助

成補助金に依る O 併せてここに謝意を表ナる O

2. 材料及び観察方法

材料は第1表及び第2表に示された如く網走湖より1947年10月23日21尾、 1948年 9月1日217尾、

Table 1. Distribution of specimens of the pond smelt according to 

body length in millime仕出， obtained from Lake Abashiri. 

Z02立|コlu;irfz
25 - 29 14 8 

30 - 34 124 23 1 

35- 却 68 6 44 48 2 

40 - 44 11 31 48 42 14 

45 - 49 39 16 44 30 16 26 

50 - 54 31 68 32 56 16 30 

55 - 59 3 31 45 17 30 11 m 
60 - 64 2 沼 28 23 14 18 6 

65 - 69 33 5 15 34 ロ 3 

70 - 74 61 13 5 45 3 

75 - 79 部 18 1 m 3 
80 - 84 39 5 11 

85 - 89 1 14 1 10 

卯-94 3 6 7 2 1 

95 -卯 3 1 14 2 

1∞-104 2 2 8 2 

105 "-109 2 4 1 1 

110 - 114 7 1 3 

115 - 119 1 1 1 

120 -ロ4 2 1 

125 -ロ9 2 1 

130 - 134 

135 - 139 1 

Total 
numbel' 21 103 
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1948年10月20日 404

尾、 1949年 1月22日

200尾、 1949年.，9月2

日 292尾、 1949年10

月26日 251尾、 1950

年 9月23日178尾、 1

952年10月27日103尾

を西網走に於℃曳網

により漁獲したコ又

1949年10月22日網走

港内247尾、 1949年1

0月23日網走JfI(湖流

出河J!l)198尾、 1950

年，9月21日網走海岸

57尾、 1950年 9月21

日藻琴活で181尾を、

網走川では手網によ

り他は曳網により漁

獲したコ何れも約10

%ホルマ]l:v液畏ー標

本とした。

測定部位は体長、

頭長、吻長、顎長、

眼径、尾鰭を除く各

鰭条数、側組鱗数、

脊椎骨裁である。本

報告に於℃はとれら

詳細なる点に就い℃

民連ベヲド後の機会と

し度い。向脊椎骨裁

にはUrostyleを含め

たっ鱗は体側脊館下



都より後方の色素帯 (si1verband)より採鱗観察した。本報告に於"C1年魚主いうのは1年に満?と左
いもので2年魚とは満1年と数ヶ月のワカサギを意味ナる。標本中鱗相の観察がないものは鱗が脆落

し観察出来主主かったものである。

3. 体長分布よ b見た年令

第 1表に依れぽ湖水のワカサギの休長分布は1948年9月1日及び1952年10月27日の標本を除き他の

標本の体長分布は2或は8モ{下を有し、明かに体長を異にナる魚、群の集合であり、年令の差を示ナ

ものと推定されるの 1952年10月27日の標本は7伽nmを超ナ体長を示ナものが存在し少数の2年魚の混

在ナる可能性がある。

Table 2. Dis住ibutionof specimens of the 
pond smelt according to body length 
in mi1lime仕倍.

Localiti<剖 Port River Ooast of Lake 
Abashiri Abashiri Abashiri Mokoto 

也21Oct.22. Oct.23. Sept.21. Sept. 21. I 1949 1叫9 1950 19回

45..... 49 1 I 

50 - 54 1 ロ|

55 - 59 11 5 9 33 

60 - 64 61 16 24 89 

65 - 69 102 fIl 13 27 

70 - 74 irl 61 7 10 

75 - 79 21 41 3 

関-84 13 10 1 

85 - 89 2 6 

的-94 1 

95 -伺

1∞-104 4 

105 - 109 3 

110 - 114 1 

115 --119 1 

Total 
181 number 

第 2表に依れば網走港内〈河水が流出し宇

輔水である〉ではワカサギの体長は単一モー

下であり単一の年令群であろうと息われる。

しかし精体長小なる方へ傾いているのは少数

の異年魚(1年多い〉を混じ℃いる可能性が

ある。網走川(湖と河口の略中間〉の標本で

は単一モー下であP漁獲時期も近捜しておP

河口のものと同ーのものであると盟、われる。

網走百毎岸〈網走市字二ツ岩〉で漁獲した標本

も異る年令群の混在を示してはいない。藻琴

沼のワカサギは明瞭に2群に分けられ1年魚

と2年魚と推定される O

4. 鱗相よ b見た年令

湖のワカサギは第s表に依れぽ1949年1月
22日の標本は1年魚、と 2年魚は同一体長を示

し℃いる。8年魚1尾のみ群よ P難れ℃いる O

1950年 9月23日の標本では 1年魚と 2年魚が

同一体長を示し、それよ P分離した2年魚と

8年魚、の 1群があるo1952年10月27日の標本

では1年魚、と 2年魚、は異る体長分布を示して

いる。鱗に現れる年輪が年令を示ナもの』二し

℃信額性を有ナるものであるなら網走湖のワ

カサギは1年魚、 2年ffi.及び8年魚よ b構成

され、年令2ニ体長とは相関がない。又1949年

10月26日の標本では体長69mm(S)及び81mm(S)の2尾に年輸が見られたのみで他には見られ

ない (Fig.1. 2，参照)0 1949年10月23日網走川で漁獲された標本は4表に示される様に少数の魚体

に年輪を見、 1950年9月21日藻琴沼のワカサギでは体長では 1年魚であるが鱗には年輪を有し2年魚

とされるものが7尾見られ、体長がそれらの群よ p分離し℃いる 9尾中 8尾の鱗には2輪を他の1尾

にはa輪を見ることが肉来た。
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Table 3. Distribution of length frequencies of the pond sme1t， with and without 
annu1ii on sca1田， taken from Lake Abashiri. 

Date Jan. 22， 1949 

Bodくy皿mle〉ngth o ann .11 ann.12 ann 

却 34

35 - 39 

40 - 44 

45 - 49 16 

50 - 54 61 7 

55 - 59 31 14 

60 '- 64 12 16 

65 -回 1 4 

70 - 74 9 4 

75 - 79 18 

80 - 84 3 2 

85 - 89 1 

90 - 94 

95 -叩

1∞-104 
105 - 1:ω 

110 -114 

115 -119 

120 - 124 

ロ5- 129 

1. 

Fig. 1. Scale fr0m. a female;J fish: 88rnm 
in body length， taken frorn Lake 
Abashiri， October 26， 1949， showing 
no annulus. 

Sept. 23. 1950 Oct. 27， 1952 

o ann.11 ann.12 ann o ann.11 ann.12 ann.1 

2 

23 

13 

10 

4 

5 

5 

1 

1 

2 

1 

2 

5 14 

3 26 

7 30 

7 16 3 

13 4 2 

10 1 2 

3 

1 1 

2 

1 

2 1 

1 

一

2. 

Fig. 2. Scale from a male fish 69mm. in 
body length， taken from. Lake 
Abashiri， October 26， 1949， showing 
an annulus. 
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5. 年令決定に於ける体長と鱗相の

不一致とその原因K対する考察

ワカサギの年令は雨宮、桧山(1940)、小林 (1936)、松崎(1916)、佐藤 (1950)等に依って報告さ

れているが何れも鱗相によっ℃査定されている。網走湖産ワカサギは前速の如く体長分布より見た年

令と鱗相より見た年令とは一致しない。即ち鱗に現れる年輪より見tc1年魚、と 2年魚は同ーの体長を

示ナ (Fig.1.2) 0との原因として考えられる第1の原因は小林の報脅した産卵記号であP産卵しな

い2年魚、が多い為に生十る結果とナることであり、浜田 (1953)は1948年4月24日網走湖産ワカサギ

の年令決定に於て鱗より 2年魚と査定された;魚休が同様にして奈定された1年魚、の体長分布に含まれ

るのは産卵しなかったワカザギの存在に原因ナるとした。しかしながら柳本 (1916)は霞ヶ浦北浦の

ワカサギ数千尾について調査した結果産卵期に未熟卵を有ナる魚、休が見られす京総℃潜1年で産卵ナる

ものとした〉又網走湖産ワカサギ (1948年・4月24日〉にづいても未熟卵は発見されや、満1年で産卵

しないワカサギは極め℃稀か或は全くない、それ故上記の産卵しないワカサギの存在は否定されるO

第二の原因は海より湖上して来たワカサギによるととである。佐野(1937)に依れば網走湖で瞬化し

たワカサギは砕をなし℃降海し河口間近で成長し8月上旬湖上し越冬産卵ナるという。筆者は第2表

に示した如く網走川を湖上中のワカサギを採捕したっとの標本198尾中鱗に年輸を示ナものは16尾に遁

Table 4. Distribution of body length of the pond smelt ぎや、 1950年9月21日網走海岸で探

with and without annu1ii on the scales. 

Localities RiVel' Aba~hjd Lake Mokoto 

Date October 23. 1949 Se.;>tember 21. 1950 

BGTLZヰoann.11叩 |2a1 o ann.11 ann.12 ann 
45 - 49 1 

50 - 54 1 12 

55 - 59 5 話

14 2 85 4 

65 -印 54 3 26 1 

70 - 74 54 8 2 

75 - 79 33 

80 - 84 10 

85 - 89 6 

90 - 94 

95 - 99 

1∞-104 4 

105 - l'叩 3 

110 - 114 1 

115 - 119 
|(3an1n.〉| 

nu 

捕したワカザギ57尾は総て年輸を認

められない。網走湖1949年10月26日

のワカサギは鱗に年輸を示ナもの2

尾〈体長69mm~ 、 81mm~) に過

ぎや周年同月23日湖上中のワカサギ

の体長分布は湖りそれの体長の大き

い魚群の分布に極め℃相似ナる Q 石

狩川を春季棚上ナるワカサギの鱗は

年輸が見られ歩、陸封され℃いる石

狩古川のワカサギには年輸が見られ

る(浜田1953)01949年10月26日に漁

獲した網走湖のワカサギ(北海道水

産購化場南湖実験所沖で漁獲〉が年

輪車と有ナるものが殆んどないのは同

時期に海より棚上ナるワカサギ群が

湖の2年魚、に優越ナる結果であるο

1949年1月及び1950年9月の標本に

於℃も体長60-90mmのワカサギで

年輸のない魚群は棚上し℃来たもの

であり師、120mmの体長を有ナる

もの L中に年輪に不一致を見るのは

凱として来たワカサギが湖水で産卵

し、以後湖水に棲息する為である O



1952年10月27日網走湖産の標本は体長と鱗相より見た年令に他の標本ほどの不一致は見られない。こ

れは漁獲位置〈呼人沖〉によるものか或は棚上のない為であるか、棚上の有無は網走川に於る曳網漁業

が禁止された議に確め得なかったが例年Jfj岸で盛んに釣獲され~のに反し釘獲のなかったととから湖

上の極め℃少いことι依ると，臣、われるυ 湖上中のワカサギに年輸の見られる魚、体が少数ある〈第4表〉
がこれ附毎に於ける生活中に生じたものか或は湖のワカサギの河へifiJli詳したものかば不明である。

6. 脊椎骨数よ b見た網走湖の
ワカサギと湖上ワカサギ

魚類の脊椎骨数は種主主の特徴とし℃使用されることが多い (C.L. Hubbs 1934)。網走湖のワカサ

ギの脊椎骨数の年間変動は第5表及び第7表(June.2.1949の記録は佐秒i1951に依る〉に示される。

第 5表に依れば脊椎'置数tt55---56に多く、殆んど54-58に分布し℃いる O 第 7表は第5表に示された

もの L分散分析の結果を示ナ。計算に依 tFo=3.9064、自由度nl=3.n2 =577のとき危険率α=0.01

としてF分布表より Fo.01=3.83であり各標本聞の差は有意であり年により変動あることが知られる。

第 6表に示された標本聞の分散分析の結果は第8表に示されるが、計算上のFo=.2.151.自由度nl=

3 > n2 =532のとき危険率α=0.01とし-c:F分布表より Fo・但 =3.83であり標本聞の差はない。即ち網

Table 5. Distribution of the nurnber of 

Vぽ tebraeof the' pond smelt， taken Table 6. Dis甘ibutionof the nurnber of 
from Lake Abashiri. vertebrae of the pond smelt. 

¥加川血判
Nnn品川
vertebrae 

53 1 

54 6 11 

55 42 24 42 

56 1叫 65 95 

57 39 8 28 

58 8 1 

59 1 

Nn皿.berof 
speCl皿ens

Sum of variate 
(vertebrae) 

Arithmetic 
mean 

。fvariate. 
Square 
devia.tion 

Standard 
deviation 

*Data of sampl田 inJanuary 2， 1949 follow 
"R.ドATO(1951). 

3 

沼

51 

16 

Lo偲 li山 1.~~~吋 1. !l!v.e~. :<??制 .o!L~~_k~'
出bashiri'Ab描 hiri'Abashiri IMokoto 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

-一一一
IOct. 22. 'Oct. 沼.IReot究1国eot.?1.
1-1949-r尚一川.950盟国

1 

2 

6 5 1 

14 38 10 34 

57 1句 27 101 

20 41 15 40.・

58 3 1 5! 5 I 5 

Number of 
speclmens 

Sum of variate 
(vertebrae) 

1∞ 198 571 18到

56∞1 111回11 32071 10150 

bithmta11156・0脚|札制61田・2631156.0773] 

Sum of squarω 。fvariate 
Square 
deviation 

Standard 
deviation 
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Table 7. AnalysiS 01 variance 10r the number 01 

vertebrae ot the pond sme1t taken from 
Lake Abashiri. 

bUm. of Derfr曲e咽dof U皿J:)i$00
squar曲 eedom 倒 timate

B~tween cla崩田 7.3154 3 2.4384 

Within c1a崩国 360.20泊 577 0.6242 

Total 367.5184 580 

Fo calculaおd=3.9侃4，degre咽 offreedom nl =3， n2 =577 
when F in distribution of F eq uaI 3.83 (significance ltvel 

0.01%) 

Table 8. Analysis of variance for the numbぽ of

vertebrae of the pond smelt taken from 

the river Abashiri， Port Abashiri， the 

coast of Abashiri and Lake Mokoto. 

t3u皿 of Dezfrreeeed sof Unioiased 
squares I Ireeaom estimate 

Between cla掴回 4.377 3 1.459 

Within cla邸 98 360.723 532 0.678 

Total - 365.1'∞ 535 
Fo calculated =2.151， degre回 offreedom nl =3， n2 =532 

走川を棚上ナるワカサギJ二海のワカ歩ギ

との聞には差が見られない。網走川を湖

上ナるワカサギは海のものと同一であP
更に藻琴沼のワカサギとの混合の可能性

がある。藻琴沼は塩分17g/1Clに遣し(元

岡1950)、1950年 9月21日の採集に於て

はクロゾイ Sebastes schlegeliの幼魚

4尾及びジシドウイカ Loligojaponica 

1尾が混獲され溝産動物のj回世がありワ

カサギの降海及び湖上が見られる O 網走

湖へ湖上ナるワカサギは佐野 (i937)の

報告した如く湖水に℃瞬化したものが降

海し再び棚上したものか、或は他から洞

世したものかは確な証明もなく、又漁獲

の記録も詳でない為〈泰宰降海ナると思

われる時季は禁漁されている〉脊椎骨数

を比較したコ 1949年6月2日の標本〈佐

藤1950による〉と同年10月23目白標本の

脊椎骨数をt検定に依り比較したコ結果

はto=1.79.自由度n=296.t分布表より

危険率α=0.01のとき to.01>2.576.分散

比Fo= 1.91，自由度nl= 99. n! = 197，F分

布表より危険率 α=0.01とし-cF O•01 == when F in distriutibon of F equal 3.83 (significance 1evel 

0.01%) 
1.48であり箱分布型を具にナる。しかし

6月2日の標本には越冬産卵した湖上ワカサギの混在ナることが考えられ、更に春瞬化したワカサギ

は未だ漁獲の対象となっ℃いないので結論は出来ない。佐藤、加藤、甲地(1950)は小川原沼産ワカ

サギと高瀬川口附近の海で漁獲されたワカサギの脊椎骨数から両者ーを同一種放として居り網走湖の場

合も少くとも附近の海で漁獲されるワカサギとは完全に独立した群ではないであろう。

7. 結論

魚類の鱗が年令査定の方法として一般に用いられてゐるが、又必十しも年令を示さないととも知ら

れ℃いる。 Jacksme1t， Atherinopsi・scal抑rniensisについ--c:F.N. Clark (1929)は30%が年輸を示
さないと報告している O 現在までワカサギにづい℃は年令交定は総℃鱗相にょっ℃行われ℃来た。と

のことはワカサギの鱗が年輪2二し℃十分信韻性があることを示ナ。しかしとのことは海よ P視とし℃

来る群のないととが必要条件である。即ち棚上ワカサギが1年魚か2年魚、か(多分は1年魚であろう

が確実な費料がない〉は明確でないが湖水のワカサギの年令査定を鱗に依ヲて行うととを不可能にナ

る原因となる。併しこれは棚上ワカサギの生活史を追究ナることにより更に確実性をまナと考えられ

る。
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摘要

1)網走湖産ワカサギは体長から 1年魚、 2年魚及び8年魚、に分けられるが、

2)鱗相から見ると年輸のない魚、体で体長の大きさが2年魚、に相当ナるものが多数見られる O

3)これは海から網走川に湖上し更に湖に入るワカサギであり.これが鱗による年令査定を不可能に

ナる原因である 0

4)体長が同一で鱗相から 2年魚と 8年魚、の異る年令を示ナのは海よ P湖上産卵し以後湖水に棲息ナ

るワカサギのあることを示ナ。

o)湖水のワカサギの脊椎骨数は年によ P変動ナる。
6)網走港、附近海岸、網走川及び藻琴沼で漁獲されたワカサギの脊椎骨数は同一である。
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